
映像からリュックサックの負荷を評価する方法の検討

竹園高校 平野大雅

目的 mediapipeを用いた簡易的な負荷評価の検討検討

背景:リュックの負荷の深刻化に伴う軽減の指標が必要

問題提起:負荷の深刻化

中学生の間で深刻
教科書のページ数増加
ICT化に伴うタブレット所持
過大な負荷は姿勢に悪影響

⇒負荷軽減の必要性

負荷軽減のためには？

負荷評価の指標が必要
従来の方法の負荷評価方法は
時間・費用を要求
多くの人が利用できる手軽な
負荷評価方法が必要

⇒費用・設備の少ない
mediapipeを用いての評価

方法:mediapipeを用いた身体計測によって負荷を評価

検証・評価方法

先行研究での評価方法
評価方法は主に3種類
①リュックの揺動から評価[3][8]
②機械学習を用いて骨格系列から重さを
推定し評価[4]
③身体計測によっての評価[7][6]

⇒簡易で明確な③で評価

身体計測による評価の利点

[5]より引用

右図[5]よりリュックの課題は、荷
重・歩行阻害・熱が存在する
そこで、総合的にそれらを評価でき
る身体計測から負荷を評価したい

⇒mediapipeを用いての身体
計測の実用性の検討を行う

検証の条件

・矢状面から撮影
・2名の被験者に4mの区間を、2度歩行させた
・重心高が下部のリュック、上部のリュックを所持した状態
と無所持状態で歩行させた
※実験は竹園高校及び被験者に許可・同意の上で実施した

評価方法について

・[7]において有意差が認められている体幹の
運動範囲の調査を行った
・Mediapipeにおいてランドマーク11,23の傾き
から屈曲伸展角度を算出[9]
・各条件で屈曲伸展角度の平均を算出し評価
・フリードマン検定を行い、リュックの条件の
違いにによる有意差を求めた

結果

平均屈曲伸展角度の平均値

リュックの条件に応じてフリードマン検定を行った
重心高の違いによって有意差はなかった(有意水準0.05)

考察・今後の展望

運動範囲に有意差が認められない
⇒2点を結ぶ直線で運動範囲を評価す
ることに限界があることを示唆
⇒mediapipeで取得できる関節座標のみで

の評価は困難、それを補う手法が必要
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各条件に応じてフリードマン検定を行った
条件の違いにおいて有意差は認められなかった(有意水準0.05)

今後の課題
・3次元座標を用いるなど正確性の向上に期
待できる評価を行うこと
・mediapipeと他の手法を組み合わせて負荷

の評価を行うこと
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